
切　花　・　鉢　花　の　５　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　５月１日現在）

2019年 １，７３０ ３５
実 2020年 １，１２３ ４０

2021年 １，３８３ ２６
績 2022年 １，０４４ ６９

2023年 １，３４３ ４１

１，３２５ ４０

１，３００ ４３

概
　
要

2019年 １，０５０ ２６
実 2020年 ９９７ ２６

2021年 ８３６ ２０
績 2022年 ８１１ ４４

2023年 ８１３ ２５

９０１ ２８

８００ ２８

概
　
要

2019年 １，６００ ４３
実 2020年 １，４１０ ４７

2021年 １，４４３ ４４
績 2022年 １，４１８ ５３

2023年 １，５４７ ５４

１，４８４ ４８

１，５００ ５０

概
　
要

2019年 ２３０ ６５
実 2020年 １７８ ５９

2021年 １８３ ８１
績 2022年 ２２１ ７６

2023年 ２５０ ７４

２１２ ７１

２２０ ７５

概
　
要

2024年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷。４月の前進傾向を受け、上旬は少ない見込み。母の日以
降は緩やかに減少していく。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄、愛知からの入荷。上旬は母の日の需要で動きは活発な見込み。中旬からは夏品種
に切り替わってくる。愛知産は上旬は施設物なので少なめ、中旬以降は露地物の出荷も始
まるが、量的には少ない。

５ヵ年平均

2024年見通し
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う

　愛知、輸入を中心に入荷。国産は母の日需要に向け順調。輸入は前年並だが、複色系の
変わった色目は品薄予想。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知中心の入荷。上旬は母の日需要もあり、Ｍ、Ｓ中心に引き合いは強い見込み。中旬

以降は品種の切り替わりが始まり、入荷量も増加してくる。出荷が落ち着くまでは苦しい
販売もありそう。

　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：千本、円／本
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2019年 ３００ １４０
実 2020年 ２６６ １１４

2021年 ２５０ １４８
績 2022年 ２３７ １６８

2023年 ２６０ １５８

２６３ １４５

２６０ １５５

概
　
要

2019年 ３５０ ８０
実 2020年 ２１２ ９２

2021年 ２７２ ８６
績 2022年 ２６３ １１６

2023年 ２５２ １０１

２７０ ９４

２５０ １００

概
　
要

2019年 ９６０ ７２
実 2020年 ６１６ ６９

2021年 ７４０ ７８
績 2022年 ８５５ ８９

2023年 ８９５ ８１

８１３ ７８

８５０ ８５

概
　
要

2019年 １，４００ ４７
実 2020年 ９２４ ５３

2021年 １，０９７ ５６
績 2022年 １，２０９ ６４

2023年 １，２０４ ６４

１，１６７ ５７

１，１８０ ６０

概
　
要

2024年見通し

　スモークツリーが始まり、ドウダンなど山取品の引き合いは例年以上に強い。上旬のイ
ベント、端午の節句の花ショウブは例年より少なく、高単価。香ショウブは順調に出荷が
あり、姫リョウブなども増加する。中旬からはケイトウなどの出荷も始まる予定。気温も
上がり、花持ちが悪くなる時期となる。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、鹿児島、静岡、徳島などの国産及び輸入品が入荷する。コチョウランは台湾産に
加え、中国産の入荷も見込む。カトレアはピークを越え、微減。デンファレはアンナと白
が減少し、ソニア中心となる。オンシジウムはＧＷで通関等のみだれから入荷不安定。シ
ンピジウムは国産は徐々に終了し、輸入待ち。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、岐阜、三重を中心に長野、山形の高冷地も入荷する。中旬には母の日需要、下旬
にかけてはローズの日とイベントが続く。暖冬気味だったこともあり、多少前進傾向。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2024年見通し

　高知、宮崎、埼玉、新潟中心の入荷。宮崎産が前年より多くなる予想であるが、他県は
前年並の入荷の見込み。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　４月２４日現在）

2019年 ２１，４８９ ７２０

実 2020年 ２０，５８７ ６４８

2021年 ２０，４０２ ８１３

績 2022年 ２５，１０９ ６８８

2023年 ３３，７０８ ７００

２４，２５９ ７１１

２９，５００ ７２０

概
　
要

2019年 ４８，０１３ ２，４４８

実 2020年 ２８，６２５ ２，３６４

2021年 ２８，３６５ ３，４１２

績 2022年 ３８，０５３ ２，５７０

2023年 ４０，１１４ ３，１５７

３６，６３４ ２，７６５

４０，０００ ３，１５０

概
　
要

2019年 ７５，２９０ ３１２

実 2020年 ７０，１９３ ２６５

2021年 ６７，３１３ ３０２

績 2022年 ７０，１９０ ２８４

2023年 ７３，７１６ ３０６

７１，３４０ ２９４

７３，０００ ３０８

概
　
要

フ
　
ァ
　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

カ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ー

　入荷量は前年よりかなり少ない。５号鉢主体の出荷は例年と変わらないが、近年４号
鉢以下の出荷が増え始めている。母の日需要の高まる上旬に出荷のピークを迎え、中旬
以降の出荷量は大幅に減少する。発色良く花立ちの良いピンク・黄色が人気を集め、母
の日の５月上旬が最も引き合いが強くなる見込み。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースでのシェアで１位長野（44.0%）、２位埼
玉（16.3%）、３位新潟（11.4%）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

バ
 
ラ
 
及
び
 
ミ
 
ニ
 
バ
 
ラ

　入荷量は前年並。前年同様に母の日が遅い年回りなので、中旬まで需要が継続し中値
安定が見込まれる。５号以下の小鉢中心の動きになる。３月の低温・低日照の影響で生
育遅れが一部発生している。一気に気温が上がる時期なので咲き前と水管理に注意した
出荷をお願いしたい。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（45.7％）、２位岐
阜（41.3％）、３位新潟（4.2％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並。人件費、資材等の生産コストが上がったことにより生産量が減って
いる。ミディーは母の日などの物日でも単価の伸び悩みがあり、出荷量は減る見込み。
母の日定番のミディー２Ｆは少ない見込み。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（55.5％）、２位熊
本（10.5％）、３位静岡（6.4％）となっている。

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：鉢、円／鉢
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2019年 ２８０，０５９ ８７２

実 2020年 ２３１，３１０ ８１６

2021年 ２３４，９３４ ９５８

績 2022年 ２４６，５４２ ９４７

2023年 ３３９，４９９ ９４７

２６６，４６９ ９１０

３３８，０００ １，００６

概
　
要

2019年 １８，７７９ ２９１

実 2020年 １７，５９２ ３１１

2021年 １６，２１７ ３４４

績 2022年 １３，９８１ ４２８

2023年 １３，５６１ ３２５

１６，０２６ ３３６

１４，０００ ３３０

概
　
要

2019年 ３６３，００９ ４４３

実 2020年 ２１５，５６２ ５０２

2021年 ２３７，３６６ ５４８

績 2022年 ２６０，１０９ ５４１

2023年 ４０６，４７４ ５３４

２９６，５０４ ５１１

４０５，０００ ５３１

概
　
要

ハ
　
イ
　
ド
　
ラ
　
ン
　
ジ
　
ア

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

2024年見通し

　入荷量は前年をやや上回る。４号から６号といった鉢物より、ポットものが中心の出
荷が見込まれる。単価は前年並。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（48.9％）、２位愛
知（25.0％）、３位静岡（14.8％）となっている。

2024年見通し

　入荷量は前年並。母の日が前年より２日早い分、前倒し出荷が増えると予想され、５
月上旬までは前年より微減の見込み。今年は生産ロスが多い情報もあり、母の日以降の
下旬に向けての入荷状況は減少の見込み。５号中心の取り扱いが多く、近年の新品種も
褐色系の玉アジサイ・額アジサイと八重系の品種は引き合いが強い。多品種小ロット生
産がより一層増えており、前年以上に小鉢の生産も増えてきている。相場は前年より厳
しい予想である。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（54.3％）、２位群
馬（12.6％）、３位埼玉（8.8％）となっている。

卸売価格

2024年見通し

　入荷量は前年並。前年同様に母の日が遅く、なおかつ、２月の天候が良かったため、
抑え気味の管理で調整していたが、３月の天候不順でやや生育遅れを懸念する物も見受
けられる。事前販売もここ数年より苦戦しており、生産・販売ともに苦労しそう。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（56.3％）、２位群
馬（22.6％）、３位福島（4.1％）となっている。
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５ヵ年平均
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ィ
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ィ
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前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

単位：鉢、円／鉢
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